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	実験　「バイオリアクターをつくる」


１　目的

ビーズ上にした酵母菌を使ってバイオリアクターをつくり、連続的にアルコール発酵が起こることを確かめる。
２　注意

ガスバーナーを使う実験はやけどに注意。
３　準備

50 mLビーカー、200 mLビーカー、ろうと、茶こし、500 mLペットボトル、
酵母菌（ドライイースト）、1 %アルギン酸ナトリウム水溶液、0.5 %塩化カルシウム水溶液、10 %グルコース水溶液
４　方法

１）酵母ビーズの作成
1. ドライイースト3 gを少量の水に懸濁し、アルギン酸ナトリウム水溶液50 mLを加える。
2. ビーカーに塩化カルシウム水溶液を入れ、1.の懸濁液をろうとで滴下する。瞬時にビーズ状になり、約20分で十分に固まる。
3. ビーズ状のものを茶こしですくい取り、余分な塩化カルシウムを純水で洗い流す。
２）バイオリアクターの作成

4. ペットボトルに3.のビーズ状のものを入れる。
5. 4.にグルコース水溶液を約100 mL入れる。
6. キリで穴を開けたキャップでふたをし、観察する。
7. しばらく観察したら、翌週まで静置し、再び観察する。

３）片付け

ビーカー、ろうとはスポンジで洗い、乾燥機にかける。
５　結果

酵母ビーズの作成の様子
	


バイオリアクターの作成の様子
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